
問中央図書館　℡ 24-1507

借りた資料が読み終わらないときは、
貸出期間の延長ができます。

図書館ホームページの利用者メニュー（登録用）から延
長をしていただくか、図書館にお問い合わせください。
※延長できるのは1度だけです。延長期間は手続日
から14日です。
【延長対象外】雑誌・CD・DVD・予約のある資料・
返却期限を過ぎた資料
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【5月の休館日】
３日日㈷ ~ ６日水㈷、11 日月、18 日月、
25 日月、28 日木
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶
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「昔話に語られる　雷神」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1457）

▲「雷神宮に雹嵐除けの祈願をする」　昭和初期
『いしおか　昭和の肖像（今泉義文昭和史写真）』より

　石岡市立中央図書館蔵

【こども図書館本の森】
 2 日土　おはなし玉手箱（午前 10時～）
14日木　ひよこのおはなしかい

（午前 10時 30分～）
16日土 むかしむかしのおはなし会

（午前10時～）
【郷の本棚やさと図書館】
  9 日土　おはなしフレンズ（午後２時 30分～）

ご存じですか？公民館図書室
市内には、中央図書館・やさと図書館の他に図書を
借りられる公民館図書室があります。中央図書館と
共通の利用カードで貸出でき、どこの館でも資料の
返却ができます。
【東地区公民館図書室】
石岡中学校のすぐそば。
公民館講座や買い物ついでにぜひお立ち寄りください。
場所：石岡市東石岡 4-6-24
開館日時：水～日曜日　午後 1時～ 5時
【城南地区公民館図書室】
田園風景の中にある公民館図書室で、穏やかな読書
時間をお過ごしください。
場所：石岡市三村 7109
開館日時：水～日曜日　午後 1時～ 5時

【こども図書館本の森】
5 月のおはなしかい5月のおはなしかい
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歴史の里石岡を残すため、 石岡史跡研究会は初代会

長　故久保庭英夫氏の肝入りで長い間荒廃した府
ふちゅうろ くい

中六井

の小
こ も く い

目井を平成21年に現在の様に整備し、薬師様を祀っ

ています。 会員の奉仕活動でお経
きょうづか

塚、 小
こ も く い

目井の草取り

をしています。

　石岡は多数の古墳や神社仏閣があり、 大火の後の看板

建築が多く並んでいます。 視察研修では、 大火の後の川

越市では石を使い、蔵を建築したことを知り、国分寺の町、

古民家の結城市と石岡を比較する事で文化や人の暮らし

の違いが分かります。 研修会の楽しみは当地を見るだけ

ではなく、 現地のグルメも重要です。

問文化振興課
℡ 43-1111（内線 1453）

第 61回

「石岡史跡研究会」


